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あなたの満足度は？
たので、そのあらましをお知らせします。

＜地域別全施策部門「満足」割合の平均値＞ 
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三角地域 
（138人） 
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＜年齢別全施策部門「満足」割合の平均値＞ 
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20～29歳 
（88人） 

30～39歳 
（106人） 

40～49歳 
（129人） 

50～59歳 
（179人） 

60～69歳 
（155人） 

70歳以上 
（233人） 

地域別の全体結果について
　地域別に全施策部門における「満足」割合

の平均値を集計すると、豊野地域が35.6 ポ

イントと他の地域を上回る結果となっていま

す。この結果から、豊野地域については、他

の地域に比べて市政全体に対する満足度が比

較的高い状況であることがうかがえます。そ

の他の地域については、満足度が高い方から、

松橋地域、小川地域、不知火地域、三角地域

と続いています。

年齢別の全体結果について
　年齢別に全施策部門における「満足」割合

の平均値を集計すると、70歳以上が40.9ポ

イントと他の年齢層を大きく上回る結果と

なっています。この結果から、高齢者層につ

いては、他の年齢層に比べて市政全体に対す

る満足度が高い状況であることがうかがえま

す。20歳代および50歳代が 27.0 ポイント

前後と低くなっているのが特徴的で、これら

の世代については、市政全体に対する満足度

が他の年齢層と比べて低い状況であることが

うかがえます。

宇城市市政に関する

市民満足度アンケート調査結果報告

ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。
市民の皆さんが、現在の宇城市の状況について、ど　市民の皆さんが、現在の宇城市の状況について、ど

のように感じているかを満足度として把握し、今後ののように感じているかを満足度として把握し、今後の

行政サービスの基礎資料とする目的で「市民満足度調行政サービスの基礎資料とする目的で「市民満足度調

査」を昨年行いました。査」を昨年行いました。

調査の内容は、平成１７年６月に策定された「第１次　調査の内容は、平成１７年６月に策定された「第１次

宇城市総合計画」に基づき市が取り組んでいる各施策宇城市総合計画」に基づき市が取り組んでいる各施策

の内容とその実施状況について、市民の皆さまの「満の内容とその実施状況について、市民の皆さまの「満

足度」をおうかがいしたものです。足度」をおうかがいしたものです。

調査結果を「行政評価」における基礎資料として活　調査結果を「行政評価」における基礎資料として活

用し、今後の市政運営に反映するなど、より市民の皆用し、今後の市政運営に反映するなど、より市民の皆

さんが満足できる行政サービスの実現に努めます。さんが満足できる行政サービスの実現に努めます。

詳しい内容は市ホームページからも閲覧できます。　詳しい内容は市ホームページからも閲覧できます。

お問い合わせは、総務部総合政策課　お問い合わせは、総務部総合政策課��３２－１１１１へ。３２－１１１１へ。

宇城市全域（1）調査地域

宇城市在住の20歳以上の
市民2,000人（2）調査対象者

住民基本台帳からの
無作為抽出（3）抽出方法

平成18年 9月 27日～
　　　　　10月 13日（4）調査実施期間

郵送配布・郵送回収（5）調査方法

有効回収数：897
有効回収率：44.9％（6）回収結果
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特集　市民満足度調査結果報告の概要

まちづくりに対する
市民満足度調査報告書がまとまりまし

１ 消防・防災 

２ 上水道・下水道 

３ コミュニティ 

４ 学校教育 

５ 保健 

６ 文化・伝統 

７ スポーツ・レクリエーション 

８ 地域医療 

９ 健康増進 

10 環境文化 

10 広報・広聴 

12 高齢者・地域福祉 

13 生涯学習 

14 環境教育 

15 治山・治水 

16 環境保全 

17 食育 

18 交通安全 

19 公園緑地・都市景観 

20 社会教育 

21 地域安全 

22 公害対策・環境衛生 

23 児童福祉・子育て支援 

24 社会保障・生活保護 

25 農業 

26 障害者福祉 

27 地域づくり・人材育成 

28 男女共同参画 

29 道路・港湾 

30 情報公開 

31 公共交通・情報通信 

32 広域連携 

33 地域環境・エネルギー 

34 消費者生活 

35 観光・物産 

35 都市・農村計画 

37 土地利用 

38 住宅・宅地 

39 行財政改革 

40 商業・流通業 

41 地域内・国内・国際交流 

42 水産業 

43 工業・1.5次産業 

44 雇用・労働 

45 林業 
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＜男女別全施策部門「満足」割合の平均値＞ 

26.6

27.4男性 
（356人） 

女性 
（526人） 

男女別の全体結果について
　男女別に全施策部門における「満足」割合

の平均値を集計すると、男性が31.0 ポイン

ト、女性が33.5 ポイントと女性の満足度が

男性を上回る結果となっています。この結果

から、女性の方が男性に比べて市政全体に対

する満足度が高い状況であることがうかがえ

ます。

施策部門別の結果について
　45の施策部門別に「満足」割合を見ると、
満足度の高いものについては、1位が「消
防・防災」、2位が「上水道・下水道」、3位
が「コミュニティ」となっており、これらの
上位3項目に関しては半数を超える結果と
なっています。それぞれが属する施策は違う
ものとなっており、バラエティに富んだ結果
であると捉えることができます。また、3位
の「コミュニティ」や6位の「文化・伝統」
などが上位に入っていることからは、本市に
おけるまちづくり・文化活動の豊かさがうか
がえます。
　満足度の低い施策部門については、45位
（最下位）が「林業」、44位が「雇用・労働」、
43位が「工業・1.5 次産業」となっており、
これらの下位3項目に関しては、「満足」割
合が1割強にとどまる結果となっています。
産業分野に対する市民の評価が厳しいもので
あることがうかがえます。


